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２０１０年３月期第１四半期業績 （ハイライト）

売 上 高 １,３２５

当期実績（億円） 前年度実績（億円）

営業利益

経常利益

当期利益

△３８

△３２

△２０

１,８２９

１９

２６

△２

△２８％

ー

ー

前年同期比

一株利益 △１４円７３銭 △１円４４銭

一株純資産 １,６７９円５０銭 １,７０１円７４銭 △２２円２４銭

△１３円２９銭

ー

ⅠⅠ
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ああ

主な対策項目

生産設備の減損

人員の適正化

休業の実施

人員およびコストの抜本的な見直し

設備投資・研究開発の厳選

たな卸資産の削減

徹底した販管費の見直し

事業構造改革 コスト削減①

０８年度実施 ０８～０９年度実施

ⅡⅡ
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事業構造改革 コスト削減②

１０/３末目標

△１,４５０人（０９/３末比）

1．人員の適正化

2．休業の実施
事業所及び製造子会社において２～４日/月実施（０９/４～６）

3．たな卸資産の削減
０９/３末
７２０億円

4．販管費の削減

０８/１Q
２２３億円

△１２億円
△６億円
△４億円
△８億円

＋１１億円

実質△１２億円

計画通りに進捗

２Q以降も需要動向により適宜実施予定

０９/６末
７１８億円

０９/１Q
１９３億円

人件費
旅費交通費
技術研究費
その他

積送品
⇒出荷ベースで
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事業構造改革 成長戦略の加速

新事業開発への取組み継続強化

伸長市場向けの分析アプリケーション開発、体外診断新市場進出

有機ＥＬ製造装置事業参入

環境・エネルギー関連事業拡大

「新事業創生会議」にて、上記テーマを具体化

０９/２Qより事業化検討を開始
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２０１０年３月期 業績予想 （ハイライト）

（注）想定レート： １ＵＳＤ＝ ９０円

１ＥＵＲ＝１２５円

売 上 高 ２,８６３

２Q予想（億円） 通期予想（億円）

営業利益

経常利益

当期利益

△８７

△８４

△５４

６,３８０

△４７

△４８

△５７

△１８％

ー

ー

前年同期比

一株利益 △３８円９０銭 △４１円４４銭 △９２円８８銭

ー

△３２％

ー

ー

前年同期比

△９３円８９銭

ー

（注）２Q経常利益（＋３億円）、当期利益（＋２０億円）は前回予想（２００９年３月期決算発表時）より上方修正、

その他は変更なし

ⅢⅢ
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２０１０年３月期 業績予想 （電子デバイスシステム）

1,683

主な偏差要因等

（億円）

売上高

１Q-２Q

３Q-４Q

対前回予想
増減率

△４％

０％

△９％

1,245 1,200

【液晶関連製造装置】

・前工程装置の前半は、中国家電普及政策の
影響等による顧客稼働率の好転から計画比増、
後半は新規増産投資の取り込みに注力

・後工程装置の前半は、低水準ながらほぼ計画通り、
後半は需要増を見込む

【半導体製造装置】

・エッチング装置の前半はほぼ計画通り、後半は、
大手顧客の投資計画が不透明なるも、
拡販を目指す

・評価装置の前半はほぼ計画通りなるも、
検査装置は顧客の投資延期により出遅れ、
後半期待される投資再開へ営業強化を図る

・解析装置の前半は景気後退による需要減あるも
ほぼ計画通り、補正予算等の案件獲得により
後半売上増を目指す

・後工程装置の前半は顧客稼働率の好転により
ほぼ計画通り、後半は中国家電普及政策の
影響等により更なる需要増を予想863

490 445

821

755
755

0

1,000

2,000

09/3 10/3前回予想 10/3今回予想
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２０１０年３月期 業績予想 （ライフサイエンス）

977

主な偏差要因等

（億円）

売上高

１Q-２Q

３Q-４Q

対前回予想
増減率

＋２％

０％

＋５％

840 860

【バイオ・分析】
・汎用分析装置の前半は、アミノ酸分析計が
食品安全検査需要から堅調なるも、
その他は民間設備投資低迷により計画比減、
後半は補正予算案件獲得等による挽回を目指す

・DNAシーケンサの前半は、遺伝子鑑定需要等に
よりほぼ計画通り、後半も新製品投入効果等に
より堅調を維持

【メディカル】
・医用分析装置の前半は欧米向けが堅調で
計画比増、後半は新製品の市場投入等により
更なる売上増を目指す

420400
491

486

440
440

0

500

1,000

09/3 10/3前回予想 10/3今回予想
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２０１０年３月期 業績予想 （情報エレクトロニクス）

2,038

（億円）

売上高

１Q-２Q

３Q-４Q

対前回予想
増減率

０％

０％

０％

1,735 1,735

主な偏差要因等

・チップマウンタの前半は、薄型TV需要増等に
よる顧客稼働率の好転によりほぼ計画通り、
後半は市場競争激化が予想されるも
顧客投資案件の着実な取り込みを図る

・米国向け携帯電話の前半は、
新製品投入効果等により計画比増、
後半も顧客サポート強化により拡販を目指す

・自動組立装置や半導体デバイス等の
前半は、景気後退による需要減により計画比減、
後半も需要の力強さは欠くものの、
計画達成に向け注力

1,059
775 775

978

960 960

0

1,250

2,500

09/3 10/3前回予想 10/3今回予想
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２０１０年３月期 業績予想 （先端産業部材）

3,051

（億円）

売上高

１Q-２Q

３Q-４Q

対前回予想
増減率

＋１％

０％

＋２％

2,560 2,585

主な偏差要因等

・工業材料の前半は、自動車やIT関連向け中心に
全般的に計画比減、後半も厳しい市場環境が
継続するも、成長分野への営業強化により
計画達成を目指す

・電子材料の前半は、シリコンウェーハは
ほぼ計画通り、また、PV関連製品・装置や
光関連部材が堅調を維持、後半はPVや
液晶向け取引等で売上増を目指す

1,2231,198

1,820

1,231

1,362 1,362

0

1,750

3,500

09/3 10/3前回予想 10/3今回予想
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△２５

△４

１

１,８８３

０８年４Ｑ

２０

３０

２３

１,６３３

０８年３Ｑ

７８

１１３

１０６

２,４０４

０８年２Ｑ

△２

２６

１９

１,８２９

０８年１Ｑ

△２０

△３２

△３８

１,３２５

０９年１Ｑ

当 期 利 益

経 常 利 益

営 業 利 益

売 上 高

（億円）

■セグメント別売上高
（億円）

四半期業績の推移

５５８

５５８

２７３

４９４

０８年４Ｑ

６７３

４２０

２１３

３２７

０８年３Ｑ

９３３

６１６

２４３

６１２

０８年２Ｑ

８８８

４４３

２４８

２５０

０８年１Ｑ

５６６

３５２

２０７

２００

０９年１Ｑ

先端産業部材

情報エレクトロニクス

ライフサイエンス

電子デバイスシステム

ⅣⅣ
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主要製品群別売上高の状況

（億円）

１３４

６２

１３７

３４０

６７３

１０７

３８

４０

３２

２０３

４２０

２２

１５４

３６

２１３

３７

８

６４

７７

１４１

３２７

０８年３Ｑ

１０５

７０

１０６

２７８

５５８

６５

４２

５７

７９

３１４

５５８

１６

１９０

６７

２７３

３１

８

１９０

１６２

１０３

４９４

０８年４Ｑ

９６

６５

１３９

２６５

５６６

６９

４１

４０

２３

１７８

３５２

１３

１５８

３７

２０７

３１

４

４１

６１

６４

２００

０９年１Ｑ

９３３８８８先端産業部材

４７８４２１工業材料

２２４２４０電子デバイス材料

８１７４光関連部材

６１６４４３情報エレクトロニクス

３０９１４９情報システム

９４５０組立装置

８３８５半導体

５６６８メディアデバイス

２４３２４８ライフサイエンス

５３４０バイオ・分析

１７７１８９メディカル

２８４ＨＤ関連製造装置

６１２２５０電子デバイスシステム

２０６８３プロセス装置

１８７９４評価・解析装置

１１６２２液晶関連製造装置

７６４７その他

１５３

９１

１９

０８年１Ｑ

１５０

７４

１３

０８年２Ｑ

その他

その他

その他
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＜資料取り扱い上の注意＞
① 本プレゼンテーションで述べられている決算概要及び業績予想は、注記がある場合を除き、すべて連結です。
② 数値情報は、億円未満を四捨五入しています。
③ 増減率は、基本的に円単位で計算しています。
④ 本プレゼンテーションで述べられている将来の当社業績に関する予想は、現時点で知りうる情報をもとに策定されたものです。当社の参画する産業界はテクノロジーの変化が速く、

競争の激しい産業です。また、世界経済、半導体市況、為替相場など、当社の業績に直接的・間接的に影響を与える様々な外部要因があります。したがいまして、今後、当社の業績が
本プレゼンテーションと異なる可能性があることをお含みおきください。但し、大きな変動がある場合は、証券取引所の適時開示規則及び当社の自発的判断等に基づき、その都度
公表していく所存です。

また、この資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断で
なさるようにお願いいたします。
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